
マザーアース茅ヶ崎 広域避難場所検証チェックシート 

場所名 汐見台小学校   

収容可能人数 汐見台小・汐見台公園・松下政経塾 18,410 名 

１＜入り口＞  

 ：入り口個数 同列２カ所    箇所 北 

：各入り口付近の様子  

：入り口幅の広さ 北側 11㍍ ：夜間の入り口・経路の点灯は  2 カ所 

：車いすでの侵入可能か  可  不可  条件付き（道路と歩道の段差に注意） 

：開錠は（誰が開けてくれるのか） 学校配備職員  

：安全性の点  校門入り口道路は広い 6㍍ 

乳幼児連れ ・ 小学生連れ  ・高齢者連れ ・ 要支援者  ・ 一般 

問題点のメモ 

：延焼火災だけなら、汐見台小学校は安全だが地震後の津波を考えないわけにはいかない 

ので危険性は大である 

：134号線より低く、海に続く地下道は津波の通り道となる 

：海につながるアスファルト道路は、津波が威力を持ったまま通り向けられる道になること

の危険性を知るべき  

２＜中の様子＞  

：門内部の使用可能な広さ グラウンドが狭い？ 

 ：休める場所（座ることが出来る１人２㎡）があるのか？  

 ：雨風はしのげるのか（屋根のある場所）  ・収容人数の全て  ・半数 

 ：夜間照明の配置場所は    道路常夜灯有り          

 ：建物の中に入る許可があるのか  ・条件付き（建物検査の後） 

 ：建物内部の鍵は誰が開けてくれるのか  ・呼び出し（学校配備職員 ） 

 ：その後の誘導は誰がするのか  ？ 

：トイレ個数は使用 ・可 ・条件付き（建物検査の後） 

問題点のメモ 

：広域避難場所としては適している 

：学校の回りは平面で広い道路が多く何よりも津波が怖い、子どもは 30 ㎝の津波でも流さ

れる 

：校舎の高さを利用して津波避難の充実を 

３＜水利＞   この場所にもし近くまで火が迫ってきたら 

：防火水槽   ？ 防火水槽容量 



：近辺に防火水槽は  ・有（       ） ・無し 

：消火栓    有 

問題点のメモ 

：詳細はマップで茅ヶ崎の消火栓・防火水槽設置場所で確認してくださいとのこと 

４＜周辺道路状況 幅＞  

進入経路の道は、バギーやお年寄り、要支援者が使えるよう整備されているか 

 ：道幅 周辺道路の道幅は広い  

：消防車・救急車侵入可能経路があるか 有り 

 ：車での避難者受け入れ可能    ・可 ？ 

 ：進入道路はアスファルト・ジャリ道・石畳・その他(     ) 

問題点のメモ 

：広域避難場所としては、延焼遮断帯となる道幅の広い道路に囲まれていることは有利  

：震災後の延焼火災も考えておくべきで、１３４号線より低く幅の広い道路に、囲まれてい

ることは、津波を考えると危険なことになってしまう 

：海からの地下道（アンダーパス）から押し寄せる津波の威力は非常に大きいと考えられ危 

 険 

５＜ペットの避難 

 ：受け入れ可能か ・可 ・条件付き（他の小学校と同じ） 

問題点のメモ 

６＜ご自身のいる場所からの広域避難場所到着までの問題点 

：自宅・職場・学校から、この避難場所への経路を確認してみてください 

７＜行政に対し公助としての希望したいことと質問 

：延焼火災には安全としても、震災後の延焼火災での津波対策を早急に検討すべき 

：汐見台小学校単体での津波避難場所機能を充実させて広い道路の移動をしないようにす

べき（生徒父兄に危険性をしっかりと伝えるべき ） 

：地下道の危険性を検証し対策を早急に 

 

2018 年 12 月 14 日（月） 晴れ  時間 12:00    

：検証人数 ４名   検証代表者 マザーアース茅ヶ崎   山田秀砂 

検証結果はマザーアース茅ヶ崎 HP mother_earth@aroma.ocn.ne.jp に掲載します 

マザーアースが見落とした事や新しい情報がありましたら、ご一報頂けますようお願いいたします。                       

mailto:mother_earth@aroma.ocn.ne.jp


担当  山田秀砂  090-3236-6285 

 


